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要点

 有配偶子育て女性の就業率は、コロナ禍の影響で低下し、
20年12月時点では回復していない。

 特に、全国一斉休校があった小学生を持つ母親の就業率
が低下。非労働力化が進んだため。

 シングルマザーの失業率がQ3に大幅上昇し、Q4で
やや落ち着くが、引き続き注視すべき。

 労働市場における学歴間格差が拡大したとはいえない。
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前回からの変更点

 2020年10－12月分のデータを追加

 学歴、年齢、地域に加え、1年前の産業、職業、雇用形態
についての情報を活用

 学歴間の比較を実施

3



「コロナ禍効果」の推定方法
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1. 2015年から2019
年までのデータ
で予測モデルを
作成。

2. 2020年における、
予測値と実績値
の差を「コロナ
禍効果」とみな
す。
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末子が小学生の母親に比較的大きな悪影響 (Q4 CY2020)
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「休校効果」の推定

子育て女性の就業率低下の原因
1. コロナ禍不況による労働需要の減少
2. 休校を原因とした労働供給の減少
3. その他コロナ禍を原因とした労働供給の減少（不安など）

子供がいない有配偶女性については、上の１，３は
当てはまるが、２が当てはまらないとみなす。
（注）子どもがいる人といない人での、学歴、年齢、地域、産業、職業、雇用形態の差は取り除く
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14

「休校効果」≝子どものいる人と、いない人での「コロナ禍効果」の差
（注）学歴、年齢、地域、産業、職業、雇用形態の差は除去済み
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シングルマザーの失業が2020年第3四半期に大幅増
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シングルマザーの就業状況は第4四半期では落ち着く？
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要点（再掲）

 有配偶子育て女性の就業率は、コロナ禍の影響で低下し、
20年12月時点では回復していない。

 特に、全国一斉休校があった小学生を持つ母親の就業率
が低下。非労働力化が進んだため。

 シングルマザーの失業率がQ3に大幅上昇するが、Q4で
やや落ち着く。引き続き注視すべき。

 学歴間格差の拡大があったとは言えない。
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政策提言

 休校や保育所の閉鎖はできるだけ避ける。子どものみ
ならず、母親への就業にも悪影響の可能性。

 ひとり親世帯に対する支援の拡充を。
–ひとり親世帯に注目した調査・分析も実施すべき
–既存統計でのオーバーサンプリングも有効
（現在、母子世帯は毎月約500世帯）

 調査の実施のみならず、分析にも予算を。
類似した調査が乱立気味。質の高い公的統計の分析は不足。
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付録：無配偶女性への影響
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